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《埼玉県白岡市》

女障がい者の就労支援で都市農業発展の

モデル的成果を上げている。

S
遊
休
農
地
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

の
特
徴

（
都
心
か
ら

40km
圏
内
の
都
市

農
業
）

ー

◇
地
域
の
農
地
や
農
家
の
実
情
を
把
握

し
、
利
用
者
と
地
権
者
が
と
も
に
満
足

で
き
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

◇
市
町
村
外
の
担
い
手
や
新
規
就
農
者

へ
の
遊
休
解
消
農
地
の
借
り
入
れ
を
支

援
す
る
な
ど
、
行
政
と
一
休
と
な
っ
て

遊
休
農
地
解
消

(7
.
6
h
a
の
成
呆
）

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
〔
写
真
は
、
宮

代
町
事
務
局
か
ら
の
説
明
〕

障害者就労支援事業所NPO 「めぐみの

里」在籍21人の知的障害者、精神障害者

が農場栽培の青ネギ、長ネギの外葉剥き、

根・葉の切落し等製品化作業を請負。

《
埼
玉
県
宮
代
町
》

(10
月
30
日）

遊
休
農
地
解
消
活
動
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携
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唸
ネ
ギ
苗
作
り
状
況
（
写
真
左
上
）
視

察
及
び
収
穫
直
前
の
立
派
な
ネ
ギ
栽
培

（
写
真
右
）
視
察
…
「
ア
ル
フ
ァ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
が
農
場
で
ネ
ギ
栽
培
、

「め
ぐ
み
の
里
」
が
製
品
化
作
業
、
販

売
は
「
ア
グ
リ
ジ
ョ
イ
ン
」
ー
グ
ル
ー

プ
で
連
携
し
担
い
手
作
り
（
図
左
）
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昨
年
5
月
に
加
賀
委
員
か
ら
新
規
参

入
者
2
名
が
畑
を
探
し
て
い
る
と
話
が

あ
り
ま
し
た
。
葉
物
野
菜
を
作
り
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
内
の
一
人
は
、

特
に
大
規
模
な
不
ギ
栽
培
を
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
以
前
か
ら
気
に
掛

け
て
い
た
中
峠
地
先
の
畑
を
案
内
し
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
休
耕
地
の
周

辺
農
地
を
農
業
委
員
会
の
協
力
を
基
に

調
査
し
た
と
こ
ろ
、

1
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
の
農
地
が
有
効
活
用
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
同
時
に
推
進

委
員
と
し
て
の
使
命
感
に
駆
ら
れ
て
、

農
地
所
有
者
と
新
規
参
入
者
の
調
整
に

3
0
回
程
走
り
回
り
ま
し
た
。
話
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
概
ね
椎
進
委
員
の
肩
書
が
活
き

た
の
か
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
話
が
進
み
、

平
成
3
0
年
4
月
に
は
、

1
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
農
地
の
集
積
に
繋
が
り
、
や
り
遂

げ
た
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

■

耕
作
放
棄
地
解
消
と
農
地
集
積

香
取
委
員

今は、ネギが作付されている 以前は、耕作されていなかった農地

只口

耕
作
放
棄
地
で
の
ネ
ギ
栽
培
を
目
指

し
て
い
る
新
規
参
入
者
に
は
、
頑
張

っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
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新
規
参
入
者
と
し
て

1
0
年
目
に
な

り
ま
す
。
そ
の
体
験
を
生
か
す
こ
と
を

基
礎
に
、
一
一
年
前
か
ら
推
進
委
員
と
し

て
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
推

進
委
員
と
し
て
の
仕
事
は
、
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
が
、
自
分
と
同
じ
く
農
業
に

魅
力
を
感
じ
て
働
き
た
い
人
の
支
援
を

第
一
に
考
え
、
積
極
的
に
新
規
参
入
者

と
の
情
報
交
換
を
行
い
、
今
ま
で

1
0

人
以
上
の
相
談
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
我
孫
子
で
二
人
の
就
農
者

が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
耕
作

放
棄
地
も
含
め
、
積
極
的
に
農
地
を
探

す
参
入
者
の
一
人
の
姿
に
、

1
0
年
前

の
自
分
の
思
い
と
相
重
な
る
部
分
が
あ

り
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
二
人

H
の
参
入
者
も
し
つ
か
り
と

し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。
さ
ら

に
、
就
農
し
て
数
年
が
過
ぎ
て
、
農
地

を
拡
大
し
た
い
と
い
う
相
談
も
多
く
あ

り
ま
す
。
農
業
の
推
進
は
、
い
か
に
効

率
よ
く
耕
作
か
ら
収
穫
、
販
売
へ
と
結

び
つ
け
、
所
得
向
上
に
繋
げ
ら
れ
る
か

が
課
題
で
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

■

新
規
参
入
者
の
支
援
を
第
一
に

加
賀
委
員

地
元
集
落
（
上
新
木
）
の
農
家
組
合

の
水
路
掃
除
及
び
野
ネ
ズ
ミ
駆
除
作
業

に
参
加
し
ま
し
た
。
作
業
終
了
後
に
、

推
進
委
員
と
し
て
の
自
分
の
活
動
や
役

割
を
組
合
の
皆
さ
ん
に
理
解
い
た
だ
き

た
く
お
時
間
を
頂
戴
し
、
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
状
況
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
中
沼
田

地
先
の
土
地
の
所
有
者
A
氏
か
ら
借
受

者
が
高
齢
と
な
り
、
遊
休
農
地
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
具
体
的
な
話
が
あ
り
ま

し
た
。
後
日
、
地
元
で
規
模
拡
大
を
進

め
て
い
る

B
氏
に

A
氏
と
共
に
話
を
持

ち
掛
け
た
と
こ
ろ
、
快
く
借
受
け
て
貰

え
ま
し
た
。
三
年
余
り
耕
作
さ
れ
て
い

な
い
農
地
で
し
た
が
、
耕
作
者
の
努
力

で
5
月
に
は
見
事
な
美
田
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
自
分
の
役
割
が
少
し
で

も
呆
た
せ
た
か
な
と
い
う
気
持
ち
で
、

地
道
に
推
進
委
員
の
活
動
を
続
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

■

推
進
委
員
と
し
て
の
活
動

田
村
委
員

農
地
の

有
効
活
用
推
進
へ
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農地パトロールは、

日常的にも各委員によって行われています。

◇
農
業
委
員
と
推
進
委
員
が
連

携
し
7
月
1
7
日
S
2
0
日

ま
で
重
点
的
に
市
内
全
域
を

対
象
に
パ
ト
ロ
ー
ル

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
農
地
の
利
用
促
進
に

つ
な
げ
る
た
め
の
情
報
収
集
を
目
的
に
、
主

に
次
の

3
点
を
重
点
と
し
て
実
施
し
ま
し

こ。t
 

①
地
域
の
農
地
利
用
の
確
認

②
遊
休
農
地
の
実
態
把
握

③
違
反
転
用
の
発
生
防
止
・
早
期
発
見

遊休農地の課税強化

平成29年度から、農地法に基づき、農業委員会が農地所有

者に対して、機構と協議すべきことを勧告した農業振興地域

内の遊休農地を対象に固定資産税の課税が強化されていま

す。この協議の勧告が行われるのは、機構への貸付けの意向

を表明せず、自ら耕作の再開も行わないなど、遊休農地を放

置している場合に限定されます。固定資産税の通常の評価額

は、売買価格xQ.55(限界収益率）となっているところ、勧告

の対象となった遊休農地については、 0.55を乗じないこととな

る（結果的に1.8倍になる）。

◇
平
成

3
0年
1
0
月
1
8
日
ブ
ロ
ッ
ク

別
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
合
同
研
修
会
ニ
さ
わ
や
か
県
民
プ
ラ
ザ

◇
平
成

3
0年
1
1
月
2
2
日
経
営
力
強

化
・
農
地
集
積
促
進
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
~

青
葉
の
森
公
園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

【
研
修
等
に
参
加
】

「補助金等の逆引き事典」の公開について

「誰が、何をしたいかで希望の補助金」が手軽に調べられる事典「補助金等の逆引き事

典」を農林水産省で公開していますので、やろうとしている事への支援が受けられるか一度

確認されたらどうですか！ 「逆引き事典」の使い方は、次のとおりです。

https://www.gyakubiki.maff.go.jp/ 
まず始めに、補助金・融資・出資・税制・優良事例の中から、お探しの分野を一つお選びく

ださい。①希望する条件をお選びください。② 「検索」を押す。③検索結果から比べてみた

い事業をお選びください。④ 「比較する」を押す。⑤選択した事業を横に並べて条件を比べ

てみる。⑥さらに詳しく調べたい場合は、事業名をクリック。

項2
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管

す
間

で
中

と

農

す

地

こ

こ

と

進

農

う

い

う

促

の

て

行

も

の

疇

援

三
~
5戸
亙名

就

参

を
の

規

業

家

ど

業

経

者

新

農

農

屯

農

業

る

は
日
↓

手に

話

．99
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

・

め
の

進

た

め

す

上

推

る

た

用

業

げ

の

利

農

の

a
力

て

の

保

消
地
解

し

確

の

果

チ

と

地

の

等

土

用

棄

止

成

ツ

放

防

の
マ

作
生

下

の

地

き

利

耕
発

以

と

農

べ

の
い日

⇒

、
手

はと
担ゃ

•
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

．

拡

さ

ヒ

の

ilJ
し

の
供

推

こ
の

起

」

即

用

化

り

模

ー

利

適

掘

規

鄭

g
地の

進

空

｝

の

碩

等

農

-
二
言
g
戸
虚

い
積

担

集

等

を

農

大

れg↓
 

十
ノ付

地
ー貸

直

x
 

c,
充

農業委員、農地利用最涸化推

進委員には、秘密保持義務が

ありますので、職務上知り得

た秘密は在職中だけでなく退

任後も漏らしてはなりません。

（農委法第14条、第24条）
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ま
す
。

6
万
7
千
円
の
間
で
自
由
に
決
め
ら
れ

0
ご
存
知
で
す
か
？

．．． 
こ
ん
な
に
か

か
る
老
後
生
活
・
・
・

高
齢
農
家
世
帯
（
世
帯
主
が
6
5
歳
以
上
の
夫

婦
2
人
）
の
家
計
費
は
、
現
金
支
出
で
月

額
約

2

3
万
＼

2

4
万
円
が
必
要
で

す。

（
総
務
省
家
計
調
査
な
ど
よ
り
）

0
国
民
年
金
の
支
給
額
は
？

国
民
年
金
は
、
月
々
約
6
万
5
千
円

(
4

0
年
加
入
の
場
合
）
夫
婦
あ
わ
せ
て
月
額
ー

3
万
円
で
す
。

【
農
業
者
年
金
の
特
徴
及
び
加
入
す
る
メ

リ
ッ
ト
】

●
農
業
者
の
方
（
年
間
6
0
日
以
上
農
業
に

従
事
さ
れ
6
0
歳
未
満
）
で
あ
れ
ば
誰
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

●
保
険
料
の
額
は
、
月
額
2
万
円
か
ら

◆
メ
リ
ッ
ト
ー
…
…
積
立
方
式
で
、
少
子

高
齢
化
の
時
代
に
対
応
し
た
安
定
し
た
制

度
で
す
。

※
自
分
の
年
金
は
自
分
で
積
み
立
て
る
内

容
、
後
か
ら
加
入
す
る
方
に
払
っ
て
も
ら

う
形
の
年
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
メ
リ
ッ
ト

2
…
…

6
5
歳
か
ら
一
生
涯

受
給
で
き
ま
す
。

8
0
歳
前
に
亡
く
な
ら

れ
て
も
、

8
0
歳
ま
で
受
け
取
れ
る
予
定

の
年
金
を
死
亡
一
時
金
と
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

◆
メ
リ
ッ
ト

3
…
…
支
払
っ
た
保
険
料

は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
所
得
税
・
住
民
税
の
節
税
に

な
り
ま
す
。

※
農
業
者
の
皆
様
廿
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ

ん
あ
る
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
安
心
で

豊
か
な
老
後
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

※
相
談
は
、
農
業
委
員
会
に
気
軽
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

今年も新規の年金加入者が誕生！

く2年続けて年金加入者“誕生">

●加入された方々からも、

「他の年金に比べてメリットが大きい」

との声が寄せられております。

： 農業者年金に加入すれば～農業者年金の支給額の試算- J 
加入年齢 納付期間

保険料 年金額（年額） 平均余命までの受給総額

納付総額
男性 女性 男性 女性

20歳 40年 960万円 76万円 63万円 1,628万円 1,713万円

30歳 30年 720万円 50万円 42万円 1,080万円 1,137万円

40歳 20年 480万円 30万円 25万円 640万円 673万円

50歳 10年 240万円 13万円 11万円 285万円 300万円

※この試算は、通常加入で保険料月額2万円で加入し、65歳までの運用利回りが2.5%、65歳以降の予定利率が0.20%となった

場合の試算です。受給総額は65歳での農業者年金加入者の平均余命を考慮し、男性86.5歳、女性92歳まで生存した場合の

金額です。
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第37回塵業まつりを
手賀沼親水広場で盛大に闘催！

ー農業委員会会長賞に松下さんの「トマト」一

-.<皇

、

な

の

持

>9す

つ

具

明

を。
証
割

諸

役

に

機

す

者

農

ま

有

有

、

や

な

た

き

要

い

所

所

て

地

ゃ

し

続

重

出

す

。

すで

農

況

施

手

に

提

ま

の

状

実

動

際

ず

し

上

作

を

移

の

必

士

困

以

耕

査

利

等

、

し

ル

の

調

権

き

で

い

は

日

一

地

態

の

続

の

願

限

〇

ア

農

実

地

手

す

お

期

1

1
0
、
の
農
行
ま
う
出
日
~

て

ど

発

ち

よ

提

1

: 全国農業新聞のご購読を］

全国農業新聞は、農家のための新

聞で、農業経営や農家の暮らしの情

報などが満載です。申し込みは、農

業委員又は農業委員会事務局までお

願いします。

●発行 毎週金曜日 ... ~ 
●購読料 月700円

農業まつりの様子
◇◇天候にも恵まれ会場内は盛況でした。◇◇

この情報は相対の契約事例です。（参考として提供）

◎ 10アール当たりの年間賃借料（円）

区域 区分 平均額 最高額 最低額 件数

畑 15,300 22,500 4,300 9件
全域

田 18,900 26,000 12,900 66件

＊金額は算出結果を四捨五入(100円単位）した値

＊賃借料を米で物納している場合は、米60kg当たり13,000円に換算

、~ ~f ヽ~ ~f ヽ~ ~f~f ヽ~ ~f ヽ~ ~f Vヽ

今
回
の
情
報
は
、
平
成

2
9年
4
月
か
ら

平
成
3
0
年
3
月
ま
で
に
締
結
（
公
告
）
さ

れ
た
農
地
の
賃
貸
借
契
約
の
情
報
で
す
。

こ
の
賃
借
料
情
報
は
、
あ
く
ま
で
相
対
の

契
約
事
例
で
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
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平成30年12月15日 我孫子市農業委員会だより (6) 

〒270-1145我孫子市高野山新田193番地

手賀沼親水広場内水の館1階
云04-71 68-0821 
営業/9:00~l 8:00定休日なし

あびこん

,--------1, 

手質沼

国道356号

●市役所

>:rt: 
＊
旬
の
自
慢
の
品
々
を
丁

寧
に
陳
列
リ
秘
伝
の
レ
シ

ピ
の
直
伝
も
嬉
し
い
。
（
オ
ー

タ
ム
ポ
エ
ム
農
家
さ
ん
の
様

子）唸
オ
ー
タ
ム
ポ
エ
ム
の

シ
ャ
ッ
キ
リ
感
と
油
揚
げ
の

旨
み
と
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
コ
ク

の
バ
ラ
ン
ス
に
家
族
も
大
満

足
"
"

農業委員と農地利用最適化推進委員の担当区域一覧表 （各委員欄内 50音順）

農業委員 農地推利進用委最員会適化 担当 区 域

大 炊 三 枝 子 川口浩 布施 布施下 北新田 久寺家 つくし野 台田 根戸根戸新田

須 藤 喜 一 郎
日下部一利

呼塚新田 船戸 白山 本町 緑 寿 我孫子 栄 泉

成島誠 並木天王台 柴崎 柴崎台 日の出 青山 青山台 南青山

大井栄一 香取典男 我孫子新田 高野山 高野山新田 東我孫子 下ヶ戸 岡発戸新田

嶺岸勝志 渡邊一郎 都部村新田 岡発戸 都部 湖北台 上沼田 中峠台 中峠（上）

中野 栄 加賀文志 中峠（下） 中里 古戸 日秀 中里新田 日秀新田 中沼田

宮久保勝 田村正明 下沼田

田村星寿 齊藤剛廣 新木 新木野 南新木 新木村下 江蔵地 布佐平和台 大作新田

根本博 長島操 浅間前 浅間前新田 布佐 布佐 l丁目 布佐酉町 都 相島

三須清一 相島新田 布佐下新田 二河屋新田 新々田

【編集委員】

農業委員

推進委員

須藤喜一郎・嶺岸勝志

田村正明•長島操 操

推
進
委
員
と
し
て
早
い
も
の
で

3

年
目
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
遊

休
農
地
の
削
減
や
農
地
の
集
積
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
課
題
を
目
の
当
た

り
に
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

2
9
号
で

は
、
推
進
委
員
の
課
題
解
決
に
向
け

た
活
動
を
報
告
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
一
読
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。
年
末
年
始
と
寒
い
日
が
続
き
ま

す
の
で
、
お
体
ご
自
愛
下
さ
い
。
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